
資料２

(税別）

方　法 調　査 設　計 工事・制作等 合　計

①現地保存

現地から動かすことな
く、守衛室の1室に常設
展示、もう１室をイベン
トに活用するなどして、
内部への出入り可能な形
で保存する。

②現地保存

現地から動かすことな
く、外観からの見学に限
定する形で保存する。

③移築

基礎部分を地中から水平
に切断し、建物そのもの
をリフトアップした後、
レールに乗せて水平移動
して、移転場所にて、移
動によるダメージの修復
を行う。

④一部保存

解体し、正面一面のみを
スライスし、別の建物の
壁面に貼り付ける形で保
存する。高さ8.7ｍ、横
幅13.5ｍ、奥行き2ｍ程
度を想定。

⑤記録

解体し、記録映像、復原
模型を作成し、公開でき
るようにする。

国登録有形文化財を含む多くの文化財で実績がある。

― ― １，３００万円 １，３００万円

５００万円 ９００万円 １億２，１００万円 １億３，５００万円

※文化財建造物、歴史的建造物の調査、修復設計、工事監理等を専門とする区内事業者による見積。

３００万円 ６００万円 ７，６００万円 ８，５００万円

５００万円 ３，３００万円 ４億２，３００万円 ４億６，１００万円

              門の保存等に係る概算経費（※）

５００万円 １，６００万円 ２億１，０００万円 ２億３，１００万円


